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今
年
も
頑
張
る
ぞ
！

昨
年
か
ら
神
奈
川
同
窓
会
の
会
長
を
お
う
せ
つ
か
つ

て
お
り
ま
す
笠
井
政
記
で
す
。
会
員
や
関
係
者
の
皆

様
方
に
は
、
常
日
頃
か
ら
深
い
ご
理
解
と
暖
か
い
ご

支
援
ふ
」強
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
十
九
年
六
月
二
日
（日
）第
二
十
三
回
神
奈
川

同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
に
就
任

後
、
初
の
総
会
で
す
。
会
長
と
し
て
何
か
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
こ
と
が
出
来
た
の
か
と
反
省
ば
か
り
が

こ
み
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
神
奈
川
同
窓
会
は
、
全
国
同
窓
会
連
合
会
の

サ
ブ
の
サ
ブ
と
し
て
連
合
会
の
行
う
最
大
イ
ベ
ン
ト
、

卒
業
祝
賀
会
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
卒
業
式
は
い」こ
数
年
千
葉
県
の
幕
張
メ
ッ
セ
に

て
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
初
の
試
み
と

し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
て
行
い
ま
し
た
。
卒
業
祝
賀
会

も
品
川
の
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
「飛
天
の
間
」に
て

行
う
ン」と
に
な
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
と
ホ
テ
ル

の
間
を
関
係
者
を
含
め
ま
し
て
千
百
人
余
の
人
た
ち

を
二
十

一
台
の
貸
切
バ
ス
で
移
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

誰
も
喜
ん
で
引
き
受
け
な
い
、
そ
の
移
送
業
務
を
当

同
窓
会
が
行
い
ま
し
た
。
バ
ス
に
よ
る
移
動
の
成
功
は

祝
賀
会
の
大
成
功
に
繋
が
り
ま
し
た
。
今
年
は
サ
ブ

と
し
て
、
来
年
は
中
心
と
な
つ
て
連
合
会
の
業
務
に

携
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
会
則
を
改
定
し
、

役
員
を
増
員
し
、
改
選
し
、
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
同
窓
会
と
し
て
専
用
に
使
用
で
き
る
部
屋

の
確
保
に
努
め
、
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。
大
げ
さ
に
言
い
ま
す
と
、
歴
史
の
中
の
大
き
な
快

挙
か
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
計
画
と
い
た
し
ま
し
て
、
恒
夕
の
行
事
の

ほ
か
に
会
員
皆
様
方
と
の
連
携
を
蜜
に
し
、
接
点
を

多
く
す
る
た
め
に
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
及
び
同
窓

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
積
極

的
に
ご
活
用
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
、
皆
様
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
、
「会
員
に

な
つ
て
い
て
良
か
つ
た
」と
言
わ
れ
る
よ
う
な
同
窓
会

に
し
て
い
き
た
い
と
日
夜
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
成
功
に
向
け
て
執
行
部

一
同
努
力
し
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
す
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご
協

力
、
お
力
添
え
を
賜
り
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
会
で
挨
拶
す
る
会
長
の
笠
井
さ
ん

Ⅷ＝
鑽

燿

蝙

瑯

第
十
人
回
放
送
大
学
神
奈
川
同
窓
会
通
常
総
会

が
、
平
成
十
九
年
六
月
二
日
（日
）午
後

一
時
か
ら

神
奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー
第

一
講
義
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
木
村
理
事
の
司
会
に
よ
り

議
長
及
び
書
記
選
出
の
後
、
次
の
議
案
が
提
出

さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
平
成
十
八
年
度
活
動
報
告

二
、
平
成
十
八
年
度
収
支
決
算
報
告
及
び
監

査
報
告

三
、
平
成
十
八
年
度
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン

活
動
報
告

四
、
平
成
十
八
年
度
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン

収
支

ｏ
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告

五
、
平
成
十
九
年
度
活
動
計
画
案
０

六
、
平
成
十
九
年
度
収
支
予
算
（案
）

七
、
平
成
十
九
年
度
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン

活
動
計
画
（案
）

人
、
平
成
十
九
年
度
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン

収
支
予
算
（案
）

九
、
会
則

一
部
改
定
（案
）

十
、
平
成
十
九
年
度
役
員
選
任
（案

以
上
十
件
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【総
会
成
立
の
確
認
】

会
員
総
数

人
三
六
名

（平
成
十
九
年
二
月
二
十

一
日
現
在
）

出
席
者
数

三
七

名

委
任
状
数

二
九
四
名

合
計

〓
百
三

名

会
則
第
十
二
条
に
よ
り
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。
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科目 予算頗 決算額 置異 摘安

1)Hl年度繰越霊

2)本年度収入
①入会金
②年度会費
③寄付金
0利子
⑤雑収入

０

５３７

硼

剛

０００

１１０

３５０

４９

‐０

３９

△

△

△

△

k会者30日

営員延ベロ数468日

合計(1)+(2) 4,466i40(△49553i

1.収入の部

平成18年度収支決算書
平成18年4月1日～平成19年3月31日

平成18年度フォスター:プラン収支決算報告
平成18年4月1日～平成19年3月31日

平成19年度収支予算書
平成19年4月1日～平成20年3月31日

平成19年度フォスターiプラン予算書
平成19年4月1日～平成20年3月31日

収入の部                 (単位:円)

(単位:円)

0会報費
②活動運営費
③卒業祝賀運営費

事務運営費
①連合会活動費
②会議費
③交通費
0通信費
⑤振替手数料費
⑥消耗品費
⑦交際費
③雑草
⑨HP準備金
⑩予備費

2.支出の部

△24,331

波涛」第31号、32号印刷

、見学会、F.P、総会資料等

対外交際費(他同窓会との交流)

A活動費
0会報費
②活動運営費
③卒業祝賀運営費
B事務運営費

(2)次年度繰越金

会報「波滞」印刷
講演会、見学会、F,P、総会資料等
9月卒業祝賀会補助

役員会資料

役員会交通費、他
「波濤」発送費等

会費等振り替手数料

事務用品等

対外交際費(他同窓会との交流等)

備品代
HP作成準備金(前年度より持ち越し)

(単位:円)

科 目 予算額 決算額 差異 摘要

収

入

の

部

1前年度繰越金
2寄付
3同窓会より助成金
4貯金利子

本年度収入計

８９

２０

１０

　

３０

岬
３‐２２
Ⅷ
６‐

３２３．３

△

△

臓朗宝丞霊を言C

44件(内141件は日座振込)

置期満期利息

合 計 1,319,13( △|,681

科 目 予算額(円) 摘要

1冊年度裸超霊

1寄付
1同窓会より助成金
1貯金利子

収入計

磯朗宝丞霊30カ円を調

前年度決算額参考

340,30(

合 計

科   目 予算額 決算額 差異 摘要

更

出

の

部

跡
甜
柵
柵
朧

叫

ｔ

甲

コ

‐ｏ

０

，

　

　

　

９

，

　

　

　

８

(

10:00(

IA4,431

1,24(

1人分(¥5,000X12ヶ月X5人)

コ座振込手数料、他

晨込用紙印刷代、他

刀手=ハガキJ封筒代など

本年度支出計 335,00(

次年FRへ繰越 989,27( △5,13i

合 計

支出の部
科 目 予算額(円) 摘要

腑
繊
聯
総

鴫

１０
，

２０

１０

チヤイルド5人分

郵便口座振込手数料UP

不年度天出計

次年度へ繰越

合 計
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蜻聰
魃
躙
跛
儡
籐
順
Ⅲ
牒
等
職
一一耐
朧
蠍
葡

本
会
は
、
会
員
の
親
睦
、
情
報
の
交
換
、
相
互

研
鑽
、
社
会
へ
の
貢
献
、
放
送
大
学
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
魅
力
あ
る

同
窓
会
と
な
る
よ
う
下
記
の
通
り
活
動
を
計
画

す
る
。

記

一
、
講
演
会
開
催

エハ
月
二
日
（日
）

総
会
終
了
後
・学
習
セ
ン
タ
ー
講
義
室

演
題
「今
後
の
放
送
大
学
に
つ
い
て
」

講
師

放
送
大
学
神
奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー

所
長

濱
田
嘉
昭
先
生

一
一、
親
睦
行
事

ニハ
月
二
十
二
日
（土
）

江
戸
歴
史
探
訪
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

徳
川
家
菩
提
寺
の
壮
大
な
伽
藍
を
誇
る

増
上
寺
」を
中
心
に
、
往
時
の
史
跡
を

訪
ね
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
す
。

詳
細
は
「波
濤
Ｌ
一十
三
号
に
掲
載

（１
）
十
九
年
八
月

フ
ェ
ス
タ
・ヨ
コ
ハ
マ
の
共
催

（２
）
十
九
年
九
月

卒
業
祝
賀
会
共
催

お
よ
び
新
規
会
員
の
募
集
活
動
実
施

（３
）
十
九
年
十
月

秋
の
親
睦
旅
行

詳
細
は
「波
濤
Ｌ
一十
四
号
に
掲
載

（４
）
二
十
年
二
月

映
画
講
演
会
お
よ
び

映
画
鑑
賞
会

（５
）
二
十
年
二
月

卒
業
祝
賀
会
へ
の
参
画

お
よ
び
新
規
会
員
募
集
活
動
実
施

四
、
役
員
会
開
催

年
人
回
～
九
回
開
催

五
、
会
報
「波
濤
」
の
発
刊

第
二
十
三
号
（四
月
）

第
二
十
四
号
（九
月
）
の
年
二
回
発
行

六
、　
フ
オ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
活
動
へ
の
参
加

発
展
途
上
地
域
の
子
供
と
そ
の
家
族
、
地
域

に
対
す
る
経
済
的
、
精
神
的
援
助
を
目
的
と
す

る
。
活
動
は
主
に
フ
オ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
行
委
員

会
に
よ
る
。

七
、
そ
の
他

（１
）
放
送
大
学
同
窓
会
連
合
会
へ
の
参
加

（２
）
身
近
な
社
会
貢
献
活
動
へ
の
参
画

（３
）
会
員
用
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

Ｆ
詳
ｏ
昌
の一」
の
開
設

（４
）
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
検
討

以
上

Ⅲ
＝
勿

当
同
窓
会
で
は
、
活
動
目
的
の
一
つ
で
あ
る
「社

〈
天
の
貢
献
」
の
一
環
と
し
て
、
当
会
発
足
時

（

お
８
二
じ
か
ら
（財
）
日
本
フ
オ
ス
タ
ー
・プ
ラ
ン

協
会
（Ｎ
Ｇ
Ｏ
）が
行
っ
て
い
る
「フ
オ
ス
タ
ー
・プ
ラ

ン
」
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

「フ
オ
ス
タ
ー
・プ
ラ
ン
」
は
ア
ジ
ア
・ア
フ
リ
カ
。中

南
米
の
発
展
途
上
国
で
、
子
供
と
そ
の
家
族
を

取
り
巻
く
コ
ヽヽ
ュ
ニ
テ
イ
全
体
に
対
す
る
経
済
的

・精
神
的
援
助
を
目
的
と
し
て
、
保
健
・衛
生
・

居
住
環
境
の
改
善
、
教
育
・人
材
の
育
成
、
技
術

開
発
な
ど
様
々
な
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
を
実
施
し
て
地

域
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

当
同
窓
会
で
は
、
ン」の
趣
旨
に
賛
同
す
る
会
員
の

皆
様
か
ら
の
寄
付
金
を
基
に
、
フ
オ
ス
タ
ー
・ペ
ア

レ
ン
ト
と
し
て
現
在
鉤
人
の
チ
ヤ
イ
ル
ド
を
支
援
し

て
お
り
、
今
年
度
も
引
き
続
き
以
下
の
支
援
活

動
を
行
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

一
、
フ
オ
ス
タ
ー
・チ
ヤ
イ
ル
ド
５
人
へ
の
資
金

援
助
と
文
通
な
ど
に
よ
る
交
流

フ
オ
ス
タ
ｌ
ｏペ
ア
レ
ン
ト
か
ら
送
ら
れ
る

援
助
金
は
、
フ
オ
ス
タ
ー
・チ
ヤ
イ
ル
ド
や

そ
の
家
族
を
個
別
に
支
援
す
る
の
で
は

な
く
、
い」れ
ら
の
プ
ロ
ジ
エク
ト
実
施
の

た
め
の
資
金
と
し
て
役
立
て
ら
れ
ま
す

同
窓
会
会
員
への
募
金
活
動
（年
に

一
回
『波
濤
』に
振
込
用
紙
を
同
封
）

講
演
会
・勉
強
会
の
開
催

広
報
活
動

参
考
資
料
（チ
ャ
イ
ル
ド
の
写
真
、
手

紙
成
長
記
録
な
ど
）の
パ
ネ
ル
展
示

会
報
『波
濤
』に
活
動
報
告
を
掲
載

神
奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー
「フ
エ
ス
タ
・ヨ

コ
ハ
ご
に
て
ビ
デ
オ
上
映
な
ど

フ
ォ
ス
タ
ー
・プ
ラ
ン
協
会
と
の
情
報

交
換
及
び
、
チ
ャ
イ
ル
ド
訪
間
の
検

討
な
ど

実
行
委
員
会
の
開
催

そ
の
他

２

本
会
は
役
員
の
ほ
か
、
次
の
者

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

一　
相
談
役
　
　
　
若
千
名

一
一
顧
問
　
　
　
一
名

第
八
章

第

一

一条

本
会
の
入
会
金
は

五
千
円
と
す
る
。

（次
の
但
し
書
き
部
分
を
削
除
し
た
）

但
し
平
成
十
年
二
月
二
十
四
日
現
在
、

神
奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー
支
部
の
会
員

で
あ
っ
た
者
を
除
く
。

第
九
章

退

会

第
二
十
四
条

１

本
会
の
会
員
が
本
会
を
退
会
す
る

場
合
は
会
長
宛
に
退
会
を
申
し
で
る
。

（自
然
退
会
）

２
本
会
の
会
員
は
年
度
会
費
を

二
期
公
一年
）に
わ
た
り
未
納
入
で

あ
る
場
合
本
会
を
自
然
退
会
し
た
も

の
と
み
な
す
。

第
十
章

雑
　
　
則

（書
類
の
保
管
）

第
二
十
五
条

現
行
第
二
十
四
条
を
改

定
後
、
一
一十
五
条
に
移
動
。

（会
則
の
施
行
）

第
二
十
六
条

現
行
第
二
十
五
条
を

改
定
後
、
新
設
第
二
十
六
条
と
す
る
。

付

　

則

改
　
定

平
成
十
九
年
六
月
二
日

四

。

五
。

会
則

一
部
改
定

改

定
後

第
五
章

役

員

等

（役
員
等
の
構
成
）

節
十
六
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く

一　
会
長
　
　
　
一
名

一
一
副
会
長
　
　
若
干
名

〓
一
事
務
局
長
　
一
名

四

理
事
　
　
一二
十
名
以
内

五

監
事
　
　
　
　
一
一名
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今
回
は
都
心
の
ど
真
ん
中
の
旧
芝
離
官
恩
賜

庭
園
か
ら
芝
大
神
宮
　
増
上
寺
　
麻
布
十
番
の

善
福
寺
な
ど
な
ど
を
歩
く
の
で
す
。

六
月
二
十
三
日
（土
）

真
夏
を
も
凌
駕
す
る

日
差
し
を
存
分
に
浴
び
な
が
ら
浜
松
町
駅
か

ら
歩
い
て

一
分
の
芝
離
宮
庭
園
に
十
七
名
で

中
に
入
り
ま
し
た
。
こ
こ
は
中
央
に
大
池
が

あ
る
回
遊
式
泉
水
庭
園
で
右
回
り
で
も
左
回

り
で
も
ど
ち
ら
で
も
良
い
の
で
左
回
り
に
行

く
事
に
し
た
。
　

池
沿
い
に
進
む
と
大
池
の
ほ

ぼ
真
ん
中
に
架
け
ら
れ
た
人
つ
橋
を
渡
り
中

島
に
入
っ
た
。
こ
こ
は

「史
記
」
に
出
て
く

る
秦
の
神
山
、
仙
人
が
住
む
不
老
不
死
の
蓬

莱
山
だ
。
石
組
も
昔
の
ま
ま
だ
。
隣
接
す
る

西
湖
の
堤
も
杭
州
の
景
勝
地
そ
の
も
の
だ
。

こ
こ
芝
離
官
は
江
戸
最
古
の
大
名
庭
園
で
あ

る
が
幾
多
の
変
遷
を
経
て
昭
和
十
二
年

一
月

に
昭
和
天
皇
の
御
成
婚
の
記
念
と
し
て
東
京

市
に
下
賜
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
当
時
は
海

水
を
引
き
い
れ
た
取
入
口
が
あ
り
潮
の
満
ち

引
き
で
刻
々
と
変
わ
る
庭
園
の
景
観
を
今
で

も
心
に
描
い
て
想
像
す
る
の
も
楽
し
い
も
の

で
す
。

芝
離
官
を
出
て
か
ら
芝
大
神
官

へ
向
か
っ
た

芝
大
神
官
は
、
平
安
時
代
に
創
建
さ
れ
た
約

一
千
年
の
由
緒
あ
る
お
社
で
す
。
関
東
の
お

伊
勢
さ
ま
と
言

っ
た
方
が
分
か
り
易
い
。
境

内
や
参
道
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ヤ
ン
グ
ル
に

囲
ま
れ
、
長
い
石
段
の
中
腹
に
あ
る
丸
い
茅

の
輪
を
作
法
ど
う
り
に
く
ぐ

つ
て
か
ら
参
拝

す
る
お
社
な
の
だ
。

私
達

一
行
が
参
殿
に
着
く
と
何
故
か
神
主

か
ら
お
祓
い
を
受
け
、
神
社
の
由
来
と
例
大

祭
、
特
に
文
化
二
年
二
月
２

人
〇
五
）
境
内

で
起
き
た
角
力
取
り
と
め
組
の
大
喧
嘩
の

一

部
始
終
を
話
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

見
世
物
小
屋
の
木
戸
銭
を
め
ぐ
る
喧
嘩
騒
動

の
第

一
原
因
者
は
境
内
に
あ
る
火
の
見
櫓
の

鐘
が
勝
手
に
な

っ
た
の
は
不
埒
千
高
と
鐘
に

三
宅
島

へ
遠
島
を
申
し
渡
し
た
の
だ
。

そ
の
寺
社
奉
行
所
の
裁
き
が
江
戸

っ
子
の

心
を
捉
え
こ
れ
が
歌
舞
伎
の
出
し
物
と
し
て

江
戸
の
昔
か
ら
上
演
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
こ

こ
の
名
物
は
千
木
笛

（衣
服
を
増
や
す
）
や
生

姜
の
飴
が
奉
納
絵
馬
と

一
緒
に
売
り
場
に
あ

っ
た
の
で
生
姜
飴
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い

た
。
九
月
十

一
日
か
ら
始
ま
る
例
大
祭
は
今

年
は
本
祭
の
だ
ら
だ
ら
祭
り
（別
名
生
姜
市
と

も
い
ゆ
）
で
　
ン
ピ
」芝
界
限
は
お
祭
り

一
色
に

な
る
か
ら
是
非
い
ら

つ
し
い
と
誘
わ
れ
ま
し

た
。芝

増
上
寺
に
行
く
途
中
に
尾
崎
紅
葉

の
生

誕
の
地
と
浅
岡
飯
炊
き
の
井
に
寄

つ
た
。
　
特

に
浅
岡
飯
炊
き
の
井
は
増
上
寺
の
近
く
の
港

区
役
所
の
脇
に
あ
り
、
小
説

「樅
ノ
木
は
残

っ
た
」
の

一
文
に
は
あ
る
よ
う
に
、
万
治
三
（

一
六
六
〇
）
年
、
伊
達
騒
動
が
起
き
た
際
に
、

実
子
亀
千
代

（後
の
綱
村
）
を
毒
殺
の
危
険
か

ら
守
ろ
う
と
、
母
浅
岡
の
局
が
こ
の
井
戸
の

水
を
汲
ん
で
食
事
を
作

つ
た
、
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
所
な
の
で
す
。
　

浅
岡
の
局
の
わ
が

子
を
案
じ
る
思
い
が
今
で
も
感
じ
ら
れ
る
の

で
す
。

増
上
寺
に
は
三
解
脱
門
か
ら
入

っ
た
。

ま
だ
ま
だ
煩
悩
を
背
負

っ
て
い
る
私
達
は
三

解
脱
門
に
足
を
踏
み
い
れ
ば
貪
り
、
怒
り

騎

り
の
煩
悩
を
解
脱
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ

ん
な
思
い
を
心
に
抱
き
境
内
に
立

つ
た
。
広

い
境
内
の
参
道
の
先
に
大
殿
が
建
ち
構
え
、

後
ろ
に
東
京
タ
ワ
ー
が
谷
え
立

つ
て
い
る
。

増
上
寺
は
大
き
な
お
寺
だ
。
境
内
の
右
手

に
に
は
高
さ

一
丈

重
さ
四
千
貫
の
大
梵
鐘
が

あ
り
安
房
木
更
津
で
は
鐘
の
響
き
を
聞
い
て

い
た
と
い
う
。
ま
た
二
人
の
米
国
の
大
統
領

が
訪
れ
植
樹
し
て
い
る
の
に
は
興
が
沸
く
。

グ
ラ
ン
ト
将
軍
の
松
と
ブ

ツ
シ

ュ
元
大
統
領

の
槙
だ
。
と
も
に
今
で
は
大
き
な
松
に
な
り

槙
と
な

つ
て
い
る
。

大
殿
の
後
ろ
に
徳
川
家
霊
廟
門
が
あ
る
。

こ
こ
へ
行
く
途
中
に
小
さ
な
お
地
蔵
さ
ん
が

ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
何
故
か
皆
　
風
車
と

赤
い
頭
巾
を
か
ぶ

つ
て
立
つ
て
い
る
。
お
寺
で

は
千
然
子
育
地
蔵
尊
と
言
っ
て
い
る
が
そ
の
数

を
と
う
に
超
え
て
い
る
よ
う
だ
。

徳
川
家
霊
廟
門
は
堅
く
閉
ざ
し
て
中
に
は
入
れ

な
い
。
脇
の
小
さ
な
隙
間
か
ら
僅
か
に
な
が
ら

覗
く
こ
と
が
出
来
た
。
戦
災
に
あ
う
ま
で
は
二

代
将
軍
忠
秀
な
ど
の
霊
廟
は
当
時
の
江
戸
の
建

築
技
術
の
粋
を
集
め
、
日
光
に
匹
敵
す
る
規
模

の
大
き
な
霊
廟
だ

っ
た
が
今
で
は
鋳
抜
門
な
ど

が
面
影
を
残
し
て
い
る
だ
け
だ
。

増
上
寺
を
出
て
隣
接
す
る
芝
公
園
の
は
ず
れ
に

芝
東
照
官
が
徳
川
家
康
公
を
祀
つ
て
あ
る
。
葵

の
紋
の
大
き
な
提
灯
に
迎
え
ら
れ
社
殿
に
上
が

っ
た
。
こ
こ
も
戦
災
に
あ
い
極
彩
色
で
約
爛
だ

っ
た
社
殿
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。

現
在
の
社
殿
は
日
光
東
照
宮
や
久
能
山
東
照
宮

の
約
爛
さ
に
は
程
遠
い
が
往
時
の
輝
き
の
片
鱗

が
伺
え
る
。
戦
災
を
ま
ぬ
か
れ
た
公
孫
樹
は
巨

木
と
な
り
天
然
記
念
物
と
な

つ
て
私
達
を
見
下

ろ
し
て
い
た
。

昼
食
を
終
え
て
か
ら
芝
公
園
の
小
高
い
山
道
を

道
な
り
の
登
る
と
伊
能
忠
敬
測
量
偉
功
表
の
碑

に
出
た
。
日
本
全
土
の
地
図
に
な
に
や
ら
星
印

が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
測
量
し
た
印
だ
ろ
う
。

台
座
に
文
言
が
書
い
て
あ
る
が
読
み
に
く
い
。

こ
の
辺
は
丸
山
古
墳
の

一
角
だ
。
伊
能
碑
の
脇

か
ら
下

へ
降
り
と
突
如
大
き
な
虎
の
石
造
が
現

れ
た
。
自
由
民
主
党
副
総
裁
の
大
野
伴
睦
の
句

碑
だ
っ
た
。
碑
に
は

「鐘
が
な
る
春
の
あ
け
ぼ

の
ゝ
増
上
寺
」
と
刻
ま
れ
て
い
た

何
処
を
ど
う
歩
い
た
が
分
か
ら
な
い
が
網
の
手

引
坂
を
通
り
高
台
に
あ
る
網
町
三
井
倶
楽
部
の

敷
地
の
中
に
入
っ
て
い
た
。
こ
の
日
は
結
婚
式

な
の
で
中
に
は
入
れ
な
か
つ
た
が
豪
華
絢
爛
た

る
洋
館
だ
。
網
町
三
井
倶
楽
部
が
誕
生
し
た
の

は
、
大
正
三
年
。
後
で
聞
い
た
が
こ
の
館
は

一

般
に
は
公
開
さ
れ
ず
倶
楽
部
会
員
か
そ
の
知
合

い
で
あ
れ
ば
、
平
日
ラ
ン
チ
や
宴
会
、
結
婚
式

な
ど
に
施
設
を
利
用
＾
　
る
の
だ
と
い
う
。

こ
の
辺
は
大
使
館
が
多

い
。

日
向
坂
を
下

リ
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館

の
前
を
歩
く

と
屋
上
に
カ

ン
ガ

ル
ー
と
舵
鳥

の
オ
ブ
ジ

エ
が
見
え
る
の
で

一
日
で
分
か
る
大
使
館

だ
。
電
柱
に
元
麻
布

の
表
示
が
見
え
た

の

で
周
囲
を
見
渡
す
と
妙
な
形
を
し
た
高
層

建
物
が
現
れ
た
。
上
が
太
く
下
が
細
く
人

角
形

↑
・）
の

マ
ン
シ

ヨ
ン
だ
。
逆
立
ち
し

て
み
る
と
徳
利

の
形
を
し
て
い
る
。

こ
ん

な
話
を
し
や
べ
り
な
が
ら
歩

い
て
い
る
う

ち
に
善
福
寺

の
参
道
に
着

い
た
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

の
麻
布
山
善
福
寺
は

由
緒
あ
る
お
寺
だ
。
都
内

で
は
金
竜
山
浅

草
寺
に

つ
ぐ
最
古

の
寺
院
だ
。
参
道

の
入

り

口
に
最
初

の
ア
メ
リ
カ
公
使
宿
と
彫

っ

た
石
柱
が
建

っ
て
い
る
。
お
寺
は
修
復
工

事
を
し
て
い
る
の
で
墓
地
に
入

っ
た
。
逆

さ
銀
杏
が
あ
る
。
天
然
記
念
物
で
都
内
最

大

の
銀
杏

で
、
樹
齢
は
推
定
七
百
年
。
親

鸞
上
人
が
土
に
刺
し
た
杖
が
根
付

い
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
福
沢
諭
吉
も
奥
方
と

一
緒

に
眠

っ
て
い
る
。
越
路
吹
雪

の
歌
碑

も
あ
る
。
愛

の
賛
歌
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

麻
布
十
番
は
六
本
木
に
近

い
高
級
住
宅
街

で
大
使
館
関
係

の
外
国
人
が
多

い
。

こ
こ

の
商
店
街
に
は
江
戸

・
明
治
創
業

の
お
店

が
多

い
。
慶
応
元
年
創
業

の
豆
源

で
お
土

産
に
豆
菓
子
を
沢
山
買

っ
た
り
、
そ
ば
好

き
組
は
寛
政
元
年
創
業

の
布
屋
太
兵
衛
に

入
り
甘

日
、
辛

日
の
二
種
類

の

つ
ゆ
が
運

ば
れ
、
ざ

る
蕎
麦
と
麦
酒
で
小
さ
な
旅

の

疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

丸山古墳の近くにある
伊能忠敬測量偉功表の碑
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六
月
二
十
三
日
午
前
十
時
Ｊ
Ｒ
浜
松
町
駅
北

口
で
合
流
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
他

に
神
奈
川
県
外
の
い
ら

つ
し
や
い
ま
し
た
。

催
し
が
発
表
さ
れ
た
と
き
気
軽
に
幹
事
さ
ん

に
問
い
合
わ
せ
て
み
る
と
私
の
よ
う
に
楽
し

い
時
を
す
ご
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

総
勢
十
七
名
と
い
う
の
普
段
と
比
べ
て
多
い

か
少
な
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
的
に
は

ち
ょ
う
ど
い
い
人
数
だ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
途
中
で
二
名
が
抜
け
最
後
ま
で
残

っ

た
の
は
十
五
名
で
し
た
。

二
十
代
か
ら
二
十
代
に
か
け
永
ら
く
東
京
に

住
ん
で
い
な
が
ら
私
は
東
京
タ
ワ
ー
に
す
ら

登

つ
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
芝
離
官
に
し
ろ

増
上
寺
に
し
ろ
機
会
が
あ
れ
ば
行

っ
て
み
た

い
と
思
い
な
が
ら
未
だ
に
実
現
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
回
の
企
画
が
な
か
っ
た
ら
、
あ

る
い
は
生
涯
い
け
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
皆
様
に
は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ー
ス
は
波
濤
三
十
三
号
に
予
告
さ
れ
た
内

容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
。
増
上
寺
の
あ
と
東

照
宮
、
丸
山
古
墳
が
加
わ

っ
た
程
度
の
違
い

で
し
た
。
な
お
予
告
に
あ

つ
た
綱
町
三
井
倶

楽
部
は
源
頼
光
の
家
来
の
渡
辺
綱
に
ち
な
ん

だ

つ
町
名
の
よ
う
で
す
。

数
年
間
か
ら
神
社
を
見
つ
け
る
と
そ
の
場
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
か
、
感
覚
を
味
わ
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
芝
大
神
宮
は
私
に
と

つ
て

今
回

一
番
興
味
が
あ

つ
た
場
所
で
す
。
こ
こ

で
は
茅
の
輪
く
ぐ
り
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。

年
二
回
行
わ
れ
る
と
聞
き
ま
す
こ
の
輪
を
く

ぐ
る
こ
と
に
よ
り
半
年
分
の
機
れ
取
れ
る
と

か
。
こ
こ
で
私
は
蘊
蓄
を
披
露
し
よ
う
と
し

た
の
で
す
が
、
う
ろ
覚
え
だ

っ
た
た
め
果
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
ら
た
め
て
こ
こ
で
紙
面
を

お
イ
リ
し
て
記
し
ま
す
。

①

茅
の
輪
を
く
ぐ

つ
て
す
ぐ
左
回
り
に

外
に
出
て
元
の
位
置
に
戻
る
。

②
　
一
一回
目
は
右
回
り
で
同
様
に
。

③
　
三
回
目
は
再
び
左
回
り
。

④
　
最
後
に
く
ぐ
る
と
き

「蘇
民
将
来
の

身
内
で
す
」
と
言
い
直
進
す
る
。

こ
う
す
る
と
災
難
に
逢
わ
な
い
の
だ

そ
う
だ
。

蘇
民
と
巨
旦
（き
ょ
た
ん
）
の
兄
弟
の
所
に

自
分
が
神
様
で
あ
る
こ
と
を
伏
せ
て
神
様

が
訪
ね
て
き
た
。
兄
の
蘇
民
は
丁
寧
に
も

て
な
し
、
弟

の
と
巨
旦
は
神
様
を
邪
険
に

扱

っ
て
そ
の
結
果
。
兄
の
家
は
栄
え
、
弟

の
家
は
没
落
し
た
。
こ
の
昔
話
に
基
ず
く

も
の
だ
そ
う
で
す
。

神
社
と
呼
ん
で
い
い
の
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
東
照
宮
は
私
に
は
い
い
感
覚
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
体

の
表
面
に
ビ
リ

ビ
リ
ト
あ
り
、
内
面
に
滲
み
こ
ん
で
い
く

何
か
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
家
康
公
に
対
す
る
私
の
偏
見
。
好

き
嫌

い
の
感
情
か
ら
来
た
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
。

丸
山
古
墳
。
都
心
に
古
墳
が
あ
る
と
は
古

墳
が
あ
る
と
は
驚
き
で
し
た
。　
ハ
イ
キ
ン

グ
と
し
て
は
軽
す
ぎ
ま
す
が
小
さ
い
お
子

さ
ん
、
お
孫
さ
ん
の
い
ら

つ
し
や
る
方
に

は
お
勧
め
で
す
。
夏
は
カ
ブ
ト
ム
シ
や
、

ク
フ
ガ
タ
ム
シ
が
い
そ
う
で
、
秋
は
ド
ン

グ
リ
拾

い
が
で
き
そ
う
だ
。

（保
証
は
し

ま
せ
ん
が
）

首
尾
稲
荷
神
社
は
文
豪

・
尾
崎
紅
葉
の
生

誕
地
に
あ
り
ま
し
た
。
紅
葉

の
墓
は
青
山

墓
地
に
あ
り
そ
う
で
す
が
。

浅
岡
飯
炊
き
の
井
戸
。
世
継
ぎ
を
争

っ
て

の
仙
台
騒
動
の
と
き
に
、
家
督
を
継
い
で

若
様
を
育
て
た
お
局
さ
ん
が
井
戸
で
そ
う

な
。
こ
ん
な
こ
と
は
釈
迦
に
説
法
で
皆
さ

ん
よ
く
ご
存
じ
こ
と
で
し
た
ね
。

善
福
寺
で
は
、
越
路
ｋ
雪
さ
ん
の
碑
と
福
澤

諭
吉
翁
の
墓
を
見
ま
‐
た
。
昔
私
が
住
ん
で

い
た
杉
並
区
に
善
福
寺
と
い
う
地
名
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
こ
と
の
関
係
も
木
村
さ
ん
も
ご

存
じ
な
い
よ
う
で
し
た
。

午
後
二
時
過
ぎ
に
す
べ
て
の
予
定
を
終
了

し
帰
途
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
暑
い

一
日
で
し
た
。
雨
天
決
行
と
は
い
う
も
の
の

晴
れ
て
幸
い
で
し
た
。
し
か
し
暑
か
っ
た
。

そ
の
た
め
体
調
を
崩
し
途
中
で
リ
タ
イ
ヤ
さ

れ
た
方
が
出
た
の
は
残
念
で
し
た
。

芝
離
宮
で
藤
棚
の
下
の
ベ
ン
チ
で
休
憩
し
て

い
る
と
き
も
う
少
し
早
い
時
期
だ

っ
た
ら
さ

ぞ
か
し
綺
麗
だ

っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

企
画
を
立
て
る
の
は
本
当
に
大
変
で
す
ね
。

木
村
さ
ん
、
芝
崎
さ
ん
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
都
営
地
下
鉄
大
門
駅
で
別
れ
、
私

は
茨
城

へ
帰
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
横
浜
で

の
反
省
懇
親
会
で
盛
り
上
が

つ
た
こ
と
で
し

よ
う
。芝

大
神
宮
で
作
法
ど
う
り
に

茅
の
輪
く
ぐ
り
を
し
た

右
は
善
福
寺
の
墓
地
に
立

つ

親
鸞
上
人
像

左
は
旧
芝
離
宮
庭
園
に
て
記
念
写
真
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躙
痣
薮
町
濶

鯉
沼

正
弘

こ
の
講
演
を
聞
い
て
、
一
一〇
〇
七
年
六
月
二

九
日
の
朝
日
新
聞
を
思
い
出
し
た
。
そ
こ
に

は
効
率
優
先
の
住
宅
産
業
と
い
つ
大
量
生

産
体
制
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
っ
た
。

平
均
九
五
平
方
メ
ー
ト
ル
。
一
戸
当
た
り

の
広
さ
で
は
、
今
や
ド
イ
ツ
と
並
ぶ
日
本
の

住
ま
い
な
の
に
素
直
に
喜
べ
な
い
。
ン」の
物
足

り
な
さ
は
何
か
。
そ
の
一
因
は
、
暮
ら
し
は

多
様
化
し
た
の
に
十
年

一
日
の
何
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と

い
う
画

一
的
な
間
取
り
に
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
エハ
〇
年
代
後
半
か
ら
民
間
の
住
宅

産
業
が
急
成
長
し
て
か
ら
も
間
取
り
は
相

変
わ
ら
ず
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
枠
を
出
て
い
な
い
。

「Ｌ
Ｄ
Ｋ
」は
、
夫
婦
二
人
に
子
ど
も
２
↓
３

人
と
い
う
「標
準
家
族
」
の
た
た
め
に
造
ら

れ
た
も
の
。

①

そ
ん
な
家
族
は
少
数
派

②

生
活
も
当
時
と
は
違
う

い
ま
は

①

少
数
高
齢
化
が
進
み

②

単
身
世
帯
や
共
働
き
も
増
え
て
い
る

多
様
化
し
た
住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
し
、

消
費
者
の
発
想
の
切
り
替
え
も
欠
か
せ
な

い
と
い
う
論
調
で
あ
っ
た
。

放
送
大
学
は
ど
う
か
。
学
生
数
を
み
て
も

全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
の
は
事
実
で

あ
る
。

①

大
学
そ
の
も
の
が
変
化
を
求
め
ら
れ
て

い
る
。
②

放
送
大
学
に
学
ぶ
動
機
が
従
前

に
比
べ
か
な
り
変
化
し
て
き
て
い
る
と
言
え

な
い
か
。
濱
田
先
生
の
講
演
か
ら
多
く
の
検

討
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
つ
た
。

①
「皆
さ
ん
の
た
め
の
学
習
」が
教
育
を

あ
い
ま
い
に
し
て
は
い
な
い
か

②

高
等
教
育
の
任
務
と
し
て

，素
材
を
提
供
し
て
倫
理
を
語
ら
な
い

貧
―
ズ
）

・困
難
を
解
決
し
て
未
来
を
照
ら
す
素

材
を
提
供
す
る
（シ
ー
ズ
）

放
大
は
ど
ち
ら
に
重
点
を
置
く
か
、

あ
る
い
は
両
者
を
加
味
す
る
か

③

教
養
と
は

二
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
上
で
基
礎

的
な
知
識
と
知
恵
を
学
ぶ
」

そ
ン」で
は
、
論
理
、
規
範
、
感
性
を
必
要
と

し
て
い
る
。
私
た
ち
も
、
時
代
に
合
わ
せ
て

変
革
し
て
い
き
た
い
。

旧
脚

腰

震

籐

鯖

朧

鵬

山
之
内
人
重
子

三
年
前
に
、
放
送
大
学
を
卒
業
し

一
息
つ

く
と
又
大
学
の
様
子
が
気
に
な
つ
て
来
ま
し

た
。
在
学
中
の
勉
強
は
決
し
て
甘
く
楽
な
も

の
で
は
な
く
、
丁
度
高
い
山
へ年
も
考
え
ず

に
登
っ
て
い
る
様
で
あ
り
、
頂
上
が
見
え
か

か
っ
て
い
る
の
に
到
達
出
来
な
い
よ
う
な
感

覚
が
あ
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
卒
業
で
き
た

時
は
ど
ん
な
に
嬉
し
か
っ
た
事
か
、
大
き
な

仕
事
を
や
り
こ
な
し
た
充
実
感
が
あ
り
ま

し
た
。
卒
業
生
の
皆
様
に
は
解
っ
て
戴
け
る

と
思
い
ま
す
が
、
私
は
そ
の
時
よ
う
や
く

一

２
肩
の
荷
を
下
ろ
し
た
様
に
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
な
の
に
又
学
校
へ戻
り
勉
強
し
た
い
と

意
欲
が
湧
い
て
き
た
の
は
、
や
は
り
大
学
の

雰
囲
気
が
学
び
や
す
い
と
感
じ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
今
回
、
総
会
の
後

大
教
室
で

濱
田
先
生
の
講
演
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
内
容
は
、
い」れ
か
ら
の
大
学
、
シ
ろ
ア

ム
や
呼
び
名
等
が
何
れ
変
わ
っ
て
行
く
…
・

云
々
。
と
一一言
つ
　
と
で
し
た
が
、

先
生
の
講
演
が
ソ
フ
ト
で
面
白
く
、
そ
し
て

誠
実
な
語
り
口
で
し
た
の
で
話
に
引
き
込
ま

れ
、
あ
っ
と
言
う
間
の
一
時
間
間
で
有
り
ま

し
た
。
幾
つ
も
大
変
役
に
立
つ
情
報
が
あ
り
、

拝
聴
し
て
良
か
つ
た
と
感
じ
ま
し
た
が
、
一
箇

所
意
見
を
申
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
〇
〇
九
年
に
専
攻
（プ
ロ
グ
ラ
ム
）の
改
変

が
予
定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
エハ
専
攻
が

五
コ
ー
ス
は
な
り
、
つ
ま
り
専
攻
と
言
う
表
現

が
な
く
な
リ
コ
ー
ス
と
言
う
そ
う
で
す
。
私
は

な
ぜ
専
攻
と
言
う
表
現
を
止
め
る
の
か
気
に

な
り
ま
す
。

大
学
へ
入
っ
た
！

と
言
う
重
み
、
そ
し
て
大

学
だ
か
ら

一
つ
の
分
野
を
深
く
学
べ
る
、
落
ち

着
い
て
追
求
で
き
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
勉

学
の
方
向
を
示
す
従
来
の
「専
攻
」と
言
う
こ

と
ば
に
逆
に
責
任
を
感
じ
、
そ
し
て
励
ま
さ

れ
卒
業
に
至
っ
た
様
に
思
う
の
で
す
。

放
送
大
学
は
放
送
に
よ
る
授
業
開
始
か
ら
二

十
二
年
を
迎
え
ま
し
た
。
大
学
の
シ
ろ
ア
ム
も

定
着
し
つ
つ
あ
る
今
専
攻
を
コ
ー
ス
と
言
う
カ

タ
カ
ナ
に
変
え
る
必
要
は
無
い
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。
皆
様
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

今
回

、
請
演
の
内
容
が
充
実
し
て
お
り
、
印
刷
教

材
の
見
直
し
、
科
目
群
の
体
系
化
、
又
大
学

は
ど
の
様
な
人
材
を
育
て
た
い
の
か
。
等

聞
い

て
よ
か
っ
た
と
思
う
大
学
の
運
営
方
針
で
有

り
ま
し
た
。

次
回
、
来
年
又
総
会
の
あ
と
講
演
会
が
き
っ

と
あ
る
と
思
い
ま
す
。
母
校
の
発
展
と
内
容

充
実
の
為
、
同
窓
会
の
皆
様
是
非
ご
参
加
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

6月3日 (日)
総会終了後の講演会

演題「今後の放送大学について」
講師 放送大学

神奈川学習センター所長
濱田嘉昭先生

-6-



‖当1鍮蒻1魃陽餞蜀ヴ隷|
自然に恵まれ,史跡の豊富な真鶴半島。

『企画だより』

健康と景勝を求めて海岸の道を歩いてみませんか。   幹事:企画担当 芝崎芳和・鯉沼正弘

開催日程:平成19年10月21日(日)       集合場所」R東海道線「真鶴駅」
集合時間:午前10時 (時間厳守)        雨天決行

<コース概略>

真鶴駅 ⇒荒井城址公園 ⇒中川一政美術館 ⇒森林浴遊歩道→琴ケ浜(昼食)⇒貴船神社
⇒魚市場 →真鶴駅着(解散,有志で懇親会) 総歩行時間 約3時間 歩行距離 約10km

申込み先:芝崎芳和  電話 0466-25-0090(留守がちです。お電話番号とお名前を)
ハガキ 〒251-0025藤沢市鵠沼石上1-13-13-506
E一Mdl shわasun@grayoplda.or.ip        携帯品:昼食弁当  費 用:各自負担

餞餞嘲胴
1。日 時 2008年 2月17日(日)
2.会 場 放送大学神奈川学習センター

3.プログラム
(1)フォスター・プランのご紹介

時 間 13時 00分～13時30分

内 容 現地の状況など
(2)トーク 13時 40分～14時40分

テーマ 「映画に観る多彩な人間模様」

講 師 西浦久晏 先生

放送大学 2期生

横浜映画研究会会員
(3)上映映画 「LOVERS」 2004年 中国

監 督 チャン0イーモウ

出 演 チャン・ツィイー, 金城 武, アンディ・ラウ 他

時 間 14時 50分～16時40分

巨匠 チャン0イーモウの下にアジア最高のスタッフ0キャストが

結集し製作した,美しくも苛烈な活動絵巻です。

私たちの母校から
波濤の会員は放送大学の卒業生の集まりですが、何度も卒
業し、何回も再入学して 「学びを楽しむ学人(まなびと)」の

方 も々たくさんいます。大学院に進む人もいます。
「知的刺激を求め自分を磨きたい、趣味を深めたい、毎年2

科目学んでずっと大学生でいたい」学ぶ理由はいろいろ
ですが放送大学では4月と10月の2回入学する機会があり
ます。大学・短大卒業生なら3年次に編入できます。

お問い合わせは神奈川学習センターヘ

電話:04卜710-1910

第21回放送大学神奈川学習センター学園祭

フェスタ・ヨコハマ

a26(E)

講師 放送大学付属1図書館長 柏倉 康夫 藪授
(漱送大学前11■■ えN【 薔讀主絆,

交流会(屋外での立食パ‐カ ー)午 後0時00分から

神
奈
川
同
窓
会
は
学
園
祭
フ
エ
ス

タ

・
ヨ
コ
ハ
マ
の
十
の
参
加
団
体

の

一
員
と
し
て
今
年
も
ビ
ン
ゴ
大

会
を
催
し
ま
し
た
。
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Ⅲ
Ⅷ
馴
ジ
■
一一一一一一プ
リ
一一セ
瑾
麟
薔
■
●

二
〇
〇
七
年
秋

フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
は
途
上
国
に
暮
ら
す

「子
ど
も
と
共
に
地
域
開
発
を
進
め
る
国
際

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
、
す
べ
て
の
子
ど
も
達
の
権
利
と

可
能
性
を
広
げ
る
事
が
で
き
る
世
界
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
神
奈
川
同
窓
会
で
は
春
の
会

報
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
現
在
、
イ
ン
ド

中
国
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
２

人
、
計
５
人
の
チ
ャ
イ
ル
ド
を
支
援
し
、
私

た
ち
は
ス
ポ
ン
サ
ー
と
呼
ば
れ
ま
す
。
今
回

は
援
助
す
る
活
動
地
域
を
ど
の
よ
う
に
決
定

し
て
い
る
か
、
プ
ラ
ン

・
ジ
ヤ
パ
ン
か
ら
発

行
さ
れ
る
資
料
を
基
に
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

活
動
国
を
決
定
し
て
い
く
基
準
と
し
て

①

五
才
未
満
児
の
死
亡
率
が
千
人
中
　
四

百
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。
（例
二
〇
〇
六
年

よ
り
活
動
開
始
し
た
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
は
百
四

十
五
人
、
日
本
四
人
）

②
　
開
発
指
数

（国
連
開
発
計
画
が
発
表
す

る
人
間
の
生
活
の
質
や
発
展
の
度
合
い
を
示

す
数
値
）
が
ｏ
。
７
２
以
下
で
あ
る
事
。

例
”
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
０
．
３
９
０
、

日
本
０
。
９
４
９

参
考
ま
で
に
０
．
９
０
０
以
上
の
国
を
先
進

国
と
し
二
〇
〇
六
年
度

日
本
は

一
七
七
カ

国
中
七
位
、　
一
位
は
連
続
六
年
ノ
ル
ウ
エ
ー

ニ
位
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
三
位
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
）

③
　
そ
の
国
の
政
府
や
自
治
体
か
ら
の
理
解

や
協
力
を
得
ら
れ
る
事
、
そ
し
て
治
安
が
安

定
し
て
い
る
事
。

④
　
他
の
援
助
機
関
や
支
援
団
体
が
活
動
し

て
い
る
国
や
地
域
、
内
容
が
重
複
し
な
い
よ

う
検
討
。

⑤
　
実
行
可
能
性

活̈
動
地
域
の
フ
オ
ス
タ

ー

・
フ
ア
ミ
リ
ー
の
募
集
や
現
地
事
務
所
の

維
持
費
用
が
効
率
よ
く
使
わ
れ
る
だ
け
の
人

口
が
あ
る
こ
と
。
国
内
、
国
外
向
け
に
通
信

設
備
が
あ
り
、
そ
の
他
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ

ン
の
行
う
援
助
活
動
に
欠
か
せ
な
い
資
源
が

存
在
す
る
こ
と

こ
う
し
た
条
件
の
整

っ
た
国
が
候
補
に
あ
が

り
、
新
し
い
国
や
地
域
で
プ
ラ
ン
が
活
動
を

始
め
る
際
に
は
、
詳
細
な
調
査
、
政
府
や
自

治
体
、
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
住
民
と
の
話
し
合

い
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
何
度
も
繰
り
返
し
、

最
後
に
プ
ラ
ン
の
国
際
理
事
会
で
承
認
さ
れ

る
の
で
す
。

二
〇
〇
六
年
よ
り
、
南
ア
フ
リ
カ

・
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
で
活
動
が
ス
タ
ー
ト
．
ラ
オ
ス
、
リ

ベ
リ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
も
加
わ
り
、
プ
ラ
ン
の

活
動
国
は
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
で

合
計
四
十
九
カ
国
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
を
支
え
る
国
々
は
十
六
カ
国
、
　
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
カ
ナ
ダ
、
韓
国

、
ス
ウ

エ
ー
デ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
ノ
ル
ウ

エ
ー
、
フ
ラ

ン
ス
、
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
、
ベ
ル
ギ
‐
で
す
。

次
国
も
プ
ラ
ン
の
様
々
な
活
動
を
お
知
ら
せ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
で
、
子
供
た
ち
と

コ

ミ

ュ
ニ
テ
イ
に
は
笑
顔
が
増
し
、
い
ろ
い
ろ

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
行
い
自
立
し
て
い
く
事

が
で
き
る
の
で
す
。
　

今
後
と
も
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

フ
オ
ス
タ
ｌ

ｏ
プ
ラ
ン
実
行
委
員

星

礼
子

日
本
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
協
会

Ｃ
閑
Ｆ
¨
Ｆ
計
■
ｏ
¨
＼
＼
「
‐
ヨ
♂
鬱
Ｈ
”
●
‐
」
”
ｏ
”
●
・
Ｏ
呵
”

平
滅
十
一九
一一一一一響
鱗
徽
勲

同
　
窓

△
〓
　
　
三天

副
会
長

理

事

監
　
事

　

龍
造
寺

頼

成

退
任
役
員

　

和
　
田
　
正
　
純

大
　
熊
　
津
夜
子

片

野

克

巳

皆
様

長
い
間

ご
苦
労
様
で
し
た

フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
実
行
委
員

委
員
長
　
　
笠
井
　
政
　
記

・証
幅
鰊
黎
贈

委
　
員
　
　
大
泉

ト
ク
　

坂
本

春
江

志
賀

健
三
　

千
葉

良

一

藤
井

輝
　
　
星

礼
子

森
西

節
子

（

浅 吉木 笠
△
=

井原 村 井
役

公 司勝 政
員

子 郎紀 記

新
任

千
　
葉

士
心

賀

芝
　
崎

岡

本

寺
　
村

山
之
内

鯉
　
沼

一局
　
垣

市
　
川

渡

・
邊

良
　
一

健
　
一二

芳
　
和

興
　
和

紀
美
夫

八
重
子

（新
任
）

正
　
弘

（新
任
）

和
　
子

（新
任
）

つ
　
わ

（新
任
）

久
　
江

（新
任
）

敦
寛

子

一一一放
送
大
学
神
奈
川
同
窓
会
に
新
し
く
入
会

し
た
二
十
五
名
の
方
を
次
の
通
り
ご
紹
介

し
ま
す
。

（敬
称
略
）

阿
部

悦
子
　
秋
永
佐
恵
子
　
自
井

暁

植
地

勢
作
　
漆
原

友
里
　
大
河
内
美
知
子

神
戸
ち
ど
り
　
北
川
晴
久
　
佐
藤

音

外
崎

厚
　
　
田
中

恵
子
　
一局
垣

和
子

永
井

藤
樹
　
中
上

と
み
　
中
村

好
美

新
田
．祥
子
　
日
森

昭
子
　
平
井

秀
明

保
坂

恭
子
　
宮
本

耕

一　

山
崎

悟

吉
原

司
郎
　
渡
辺

良
三
　
渡
邊

久
江

渡
邊

繁
子

神
奈
川
同
窓
会
の
活
動
と
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ

ン
活
動
に
ご
協
力
し
て
下
さ
る
方
を
、
役
員

一

同
切
望
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
頂
け
そ
う
な
方

の
ご
推
薦
も
、
是
非
お
願
い
致
し
ま
す
。

そ
の
他
、
問
合
せ
等
は
左
記
に
ご
連
絡
お
願
い
致

し
ま
す

神
奈
川
同
窓
会
事
務
局

Ｔ̈
Ｎ
Ｎ
］
―
〇
∞
ｏ
【

横
浜
市
神
奈
川
区
神
大
寺
ニ
ー
四
―
二
九

千
　
葉
　
良
　
一

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

ｏ
合
よ
∞
Ｔ
〓
３

年
度
会
費
の
払
込
は
郵
便
局
で
す

口
座
番
号
　
ｏ
９
８
よ
占
０
あ
ω

性
静
に〓
纏
に
一

次
の
方
々
の
ご
家
族
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

井
上

公
子
様
　
　
　
一月
比
良

静
子
様

宇
佐
美

和
男
様
　
　
猪
俣

寿
久
様

姦
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
　

合
掌
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